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中学校Ｂ 思考力・判断力・表現力の育成を目指した

学習カードの活用について 

 

 

 
１ はじめに 

本グループでは、思考力・判断力・表現力の育成のために、より効果的な学習カードの活用につい

て話合いを進めた。学習カードについては、各々が日常的に授業で活用しているが、運動量の確保と

の兼ね合いが難しいと感じたり、生徒のまとめ等を見たときに、ポイントがずれていると感じたりす

ることがあった。しかし、「 思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラムの四過程に含まれて

いる「 見いだす」 まとめあげる」における指導・支援を充実させるためには、学習カードの効果的な

活用が求められると考える。また、千葉県の授業改善 キーワード」に 自分の言葉で学習のまとめ

を書く」が挙げられていることからも、学習カードの内容の工夫は必要なものだと思われる。そこで、

各自の実践をもとに、思考力・判断力・表現力の育成により効果的な学習カードについて検討・紹介

していくこととした。 

 

２ 実践例 

（１）まとめを穴埋めの形で行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の振り返りを短文・穴埋めの形で書かせた。学習カードは全単元で同じ形式とし、年度初

めに配付・綴込みを行い、年間を通して使用した。 

成果 課題 

○評価がしやすい。（働き方改革、業務改善の点か
らも） 
○単元の振り返りで、思考力等につながらない
ような内容を記入する生徒が減った。 
○まとめの際に、重要語句や技能の名称・ポイン
ト等を振り返るきっかけとなっている。 
○短文・穴埋めのため、時間短縮できた。 

○慣れるまで難しさを感じる生徒がいた。 
○教員側が、生徒に考えさせたいこと、伝え
たいこと等を、授業内で繰り返したり、知
識の定着も意識したりしながら授業を進
める必要がある。 

○ゲームを行う前にキーワード・ポイント等
が十分に伝わっていないと、十分な内容が
書けない。 
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（２）仲間からのアドバイスや、話し合ったことを記入する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎時間の振り返りで仲間からのアドバイスを記入したり、グループで話し合ったことをまと

めたりする形で行った。 

成果 課題 

○仲間に助言・アドバイスをする生徒が増え

た。 

○ミーティングボードを用いてチームの課

題や練習メニュー、作戦などを生徒自身が

考えながら学習を進めることができた。 

○自分の言葉で記入することが難しい生徒

がいた。 

○毎時間のねらいに対しての練習等を宿題

として出していたので、生徒への負担は大

きくなった。 

 

（３）資料をもとに目標を立てさせたり、活動の参考にさせたりする。 
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長距離走の学習では、記録の換算表を作成し、シャトルランの記録を基に目標を立てさせた。

他にも、ウォーミングアップやクールダウンに関する資料を載せた。また、ペアからのアドバ

イスを記入する欄を作った。 

成果 課題 

○換算表を載せることで、生徒が目標を立て

やすくなった。 

○ペアからのアドバイスを記入させること

で、自分では気付くことができなかったこ

とに気付き、次の走りに生かすことができ

た。 

○ウォーミングアップとクールダウン等の

資料を載せることで、その意味や重要性に

気付くことができた。 

○記録役の生徒がきちんと記入できないこ

とがあった。 

○枚数が多いため、どのページか生徒にとっ

て分かりづらくなる場面があった。 

○書く項目が多いため、授業内で書ききれな

いことが多かった。 

 

（４）グループで目標や振り返りを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ単位で学習カードの記入を行うようにした。グループでの練習の時間を多く取り入れ、

リーダーを中心にチームの目標と課題を話し合い、試合で意識することやそのための練習を計画し

て学習を進めた。 

成果 課題 

○リーダーを中心に目標・課題を話し合い、試合

に向けたチーム練習にも活用できていた。 

○自分たちで考えることで、苦手な生徒も積極的

に参加する姿が見られた。 

○話合いと運動量のバランスを考えた際に、

授業内で個人の目標を立てたり、振り返っ

たりする時間をとることが難しかった。 
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（５）練習方法を自分たちで調査し、計画・実施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に球技の学習で、練習方法を分担して調べ、いつ・何の練習を行うかグループで計画し、

実際に練習を進めた。練習の説明・進行は、その練習方法を調べた生徒が行った。また、練習

を進めていく中でうまくできたことや改善が必要なことを発表させ、次の時間の担当者に意識

させることができるようにした。 

 

     

 

 

３ まとめ 

実践についてまとめていく中で、やはり教員が生徒に考えさせたいことと身に付けさせたい力を明

確にし、単元全体・毎時間をイメージして学習カードを作成することが必要だと改めて感じた。また、

学習カードを端末上で保存することができれば、生徒にとって後で見やすいものになるのではないか

と思う。しかし、屋外の授業ではタブレット等の使用は屋内よりも制限がある場合があり、難しいこ

とも考えられる。それぞれの実践で成果と課題が挙がっている。最後に、これらをまとめて、学習カ

ードの作成にあたって意識するポイントとして提案したい。 

 

（１）振り返りは短く・簡潔に書かせる。（穴埋め方式はおすすめ） 

（２）目標設定や振り返りの材料を資料として載せ、生徒が見られるようにする。 

（３）必要に応じて、仲間からのアドバイスを目に見える形で残すことができるようにする。 

 

成果 課題 

○活動内容の決定を各グループに任せたた

め、個々の実態に応じた練習を行うグルー

プが見られた。 

○個人・グループの実態を把握し、改善しよ

うとする姿勢が多く見られた。 

○体力・技能の高め方について、どのような

ものが効果的なのか考える姿が見られた。 

○未経験者が多い単元では、調べた練習を行

うことでどのように体力・技能が高まるの

かイメージしづらいようであった。 

○グループ編成では配慮が必要だと感じた。 

○任せきりにせず、状況に応じて助言する等

の支援が必要であるが、手を貸しすぎても

効果は半減する。 支援する」ことと 任せ

る」ことの兼ね合いが難しいと感じた。 


